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SE frame

SE構法 3階建て

鉄筋コンクリートべた基礎

最⾼⾼さ：9.90ｍ

最⾼軒⾼：9.75m

1階床⾯積   36.43㎡

2階床⾯積   36.43㎡

3階床⾯積   36.43㎡

床⾯積    109.29㎡

延床⾯積（容積対象）  �102.44㎡

施⼯床⾯積    115.91㎡
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断熱性能等級

外壁、窓等を通して熱の損失を防⽌する性能 ⼀次エネルギー消費量の削減の程度を⽰す性能

⼀次エネルギー消費量等級

この家のUA値は 0.46 (w/㎡k)以下 この家のBEI値は 0.72

等級4
等級5

等級6
等級7

2025
最低基準

スーパースペック！

2030
最低基準

おすすめ！

ZEH基準
省エネ基準

HEAT20
G2相当

HEAT20
G3相当

等級4
BEI=1.0以下

等級5
BEI=0.9以下

2025
義務化予定

省エネ基準
省エネ基準

▲10%

省エネ基準
▲20%

等級6
BEI=0.8以下

よって、この家は よって、この家は断熱等級6 ⼀次エネルギー消費等級6

地域区分別 断熱性能等級と外⽪平均熱還流率（UA値）

耐震構法SE構法の特徴

SE構法が⼒を⼊れているのは、精密な構造計算に必要な、すべての部材と接合

部強度を数値化すること。それを実現するため、構造材には集成材を⽤い、接

合部には独⾃開発の「SE⾦物」を使⽤しています。全棟で基礎計算から⾏い、

⽊造住宅でありながら鉄⾻造やRC造同様の精密な構造計算を⾏っています。

● 全棟で許容応⼒度等計算による構造計算を実施

⇨本物件も構造計算により、耐震等級3であることを確認しています。

● 構造計算通りに建築できる安全の仕組み

● 構造躯体、構造計算の瑕疵保障制度（SE住宅性能保証）

注⽬すべきは、2025年度にはすべての新築住宅で断熱等級4以上が義務化され、実質的な最低基準となること。

さらに2030年度には、等級5への引き上げも⾒込まれており、新築住宅の断熱性能は等級5や6といった⾼⽔準

へとシフトしつつあります。

1 2 3 4 5 6 7

７ 0.20 0.23 0.26

６ 0.28 0.34 0.46

５ 0.4 0.5 0.6

４ 0.46 0.56 0.75 0.87

省エネ地域区分

断熱性能等級
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サンプルプランでは、SE構法の特性を最⼤限に活かした構造

計画を⾏い、少ない耐⼒壁でありながら、開放感のあるプラン

を実現しました。本物件の耐震性能・省エネ性能の数値をまと

めておりますので、実施設計図書と⼀緒にご覧ください。

耐震等級３ 「耐震等級１」の１.５倍の耐震性能

耐震等級２ 「耐震等級１」の１.２５倍の耐震性能

耐震等級１
極めて稀に発⽣する⼤地震による
⼒に対して倒壊、崩壊しない程度

耐震基準と耐震等級ってなに

「耐震等級」とは2001年に施⾏された「品格法（住宅

品質確保促進法）」の規定によるもので、住宅の構造躯

体の耐震性を表す指標です。耐震基準をクリアした住

宅はおのずと耐震等級１となり、耐震等級２や３の認

定には、国が定めた第三者機関の審査が必要です。 

耐震等級 耐震性能の⽬安

耐震シミュレーション

本物件プランの構造計算データを、国⼟交通省

国⼟技術制作総合研究所で公開されている地震

応答解析ソフトウォールスタットにて、実際の

熊本地震の地震波でのシミュレーションで検証

し、倒壊しないことを確認しました。

シミュレーション動画が視聴できます。

狭⼩３階建てプランの設計条件

この家の性能は

耐震等級３

断熱等級６

省エネ等級６

主要⽤途  �専⽤住宅

省エネ地域区分   ��６地域

施⼯床⾯積  115.91㎡（35.0坪）

建築⾯積  �36.49㎡ (11.0坪）

1階床⾯積  �36.43㎡ (11.0坪)

2階床⾯積  �36.43㎡ (11.0坪)

2階床⾯積  �36.43㎡ (11.0坪)

床⾯積  �109.29㎡ (33.0坪)

延床⾯積（容積対象）  �102.44㎡ (30.9坪) 
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アレンジプラン

仕切り壁・設備・内装・仕上げなど

ライフスタイルを決める部分
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構造・基礎・外壁・屋根など家の強さ

断熱性などの性能を決める部分
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時とともに家族構成は変化し、ライフスタイルはステージごとに変わるもの。それに伴

って各部屋の使い⽅や役割も変化していきます。SE構法なら同じ構造フレームでも、

ライフスタイルや好みに合わせて、間取りのアレンジが可能です。

将来的に世代を超えて引き継ぎたいと考えている⽅にとって、リノベーションを⾏って

も、SE構法が提供する耐震性は変わりません。

スケルトン・インフィルで
造られた家は使い勝⼿がいい

SE構法による家づくりのアプローチは、スケルトン・

インフィルの考え⽅に基づいています。家の⾻組みで

ある「スケルトン」がしっかりと構造計算に基づいて

作られることで、⼤開⼝や吹抜けのある空間が実現さ

れます。⼀⽅「インフィル」部分は構造から独⽴して

考えられており、柔軟に変更が可能です。家族構成や

ライフスタイルの変化に合わせて、壁を設けたり、取

り払ったりすることが可能です。

建築基準法が構造計算を要求していなくても、全棟で

構造計算をするというのがSE構法の家づくりです。構

造計算によって耐震性能が数値上で証明できても、再

現できなければ意味がありません。SE構法では、構造

計算のデータをプレカット⼯場に送り、部材を加⼯、

それを現場に届けるというシステムを採⽤していま

す。お施主様に家の強度や安全性を数値で⽰すことが

出来るだけではなく、構造計算通りの性能を持った家

が実現できます。この仕組みによって、より安⼼で快

適な住まいの提供を⾏っています。

SE frame

地震に強い家をつくるために

必要な耐⼒壁（緑⾊）以外は、

すべて⾃由に外すことも⼊れることも

可能な壁です。
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